
羽生市ぎかいだより第１７０号 ����平成１７年５月１５日

・
議
案
第
十
六
号　

羽
生
市
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
基
金
条
例

（
質
問
）

・
事
業
の
根
本
的
な
考
え
方
と
具

体
策
は
ど
の
よ
う
か
。

（
答
弁
）

・
こ
の
事
業
は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
目
的
に
創
設
す
る
も
の
で
、
市

民
に
労
力
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

行
政
で
資
材
・
技
術
を
、
企
業
か

ら
資
金
援
助
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
一
号

羽
生
市
一
般
会
計
予
算

（
質
問
）

・
彩
北
広
域
清
掃
組
合
へ
の
負
担

金
は
計
上
す
べ
き
で
な
い
と
考
え

る
が
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

（
答
弁
）

・
彩
北
広
域
清
掃
組
合
の
予
算
総

額
は
、
七
千
七
百
九
十
五
万
四
千

円
、
そ
の
内
羽
生
市
の
負
担
は
、

九
百
九
十
六
万
三
千
円
で
あ
る
。

な
お
、
組
合
へ
の
負
担
金
は
、
構

成
市
町
村
の
義
務
的
経
費
に
な
る

こ
と
か
ら
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

丑
久
保
恒
行
議
員

河
田
晃
明
議
員
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議
案
に
対
す
る
質
疑

・
議
案
第
一
号　

平
成
十
七
年
度

渡
辺
勝
司
議
員

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
職
員
が
い
き
い
き
と
仕
事
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

②
職
員
の
定
数
、
手
当
等
の
削
減

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
い

て③
機
構
改
革
に
つ
い
て

④
市
民
参
加
と
協
働
に
つ
い
て

・
答
弁
（
総
務
部
長
）

①
職
員
が
創
意
と
工
夫
を
発
揮
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

職
員
提
案
制
度
や
若
手
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
、
都

市
づ
く
り
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
職
員
同
士
が
刺
激
し

あ
え
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

②
職
員
定
数
、
手
当
等
の
削
減
は
、

自
主
・
自
立
の
取
り
組
み
と
し
て

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
防
ぐ
た
め
に
職
員
の
能
力
開
発

と
意
識
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

③
機
構
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
よ

り
迅
速
な
事
務
処
理
の
意
思
決
定

が
可
能
な
組
織
づ
く
り
、
機
動

的
・
弾
力
的
な
行
政
運
営
が
可
能

な
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
部
制
の
あ

り
方
、
組
織
全
体
の
簡
素
化
・
効

率
化
、
課
や
係
の
統
廃
合
等
に
つ

い
て
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
市
民
み
ず
か
ら
が
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
と
な
り
、
課
題
解
決

に
向
け
て
協
力
し
あ
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
七

年
度
は
、
地
域
課
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
の
協
働
の
考
え
方
や
進

め
方
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

�

・
彩
北
広
域
清
掃
組
合
へ
の
対
応

に
つ
い
て

・
キ
ヤ
ッ
セ
羽
生
の
管
理
運
営
に

そ
の
他
の
質
問

つ
い
て

・
岩
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
の
見

直
し
に
つ
い
て

・
小
・
中
学
校
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

落
合　

信
夫
議
員

　

羽
生
市
の
し
尿
処
理
場
は
、
昭

和
四
十
年
か
ら
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
を
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、
十
五
・

十
六
年
度
の
二
ケ
年
で
新
た
に
下

村
君
地
区
に
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
、
汚
泥
処
理
す
る
だ

け
で
な
く
「
炭
化
肥
料
」
と
し
て

再
利
用
を
図
る
最
新
式
の
施
設
で

す
。

　

羽
生
市
議
会
で
は
、
二
月
二
十

五
日
に
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
四
号　

平
成
十
七
年
度

羽
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

（
質
問
）

・
処
理
場
増
改
築
実
施
設
計
業
務

委
託
料
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

羽
生
市
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
を
視
察


